
平成２７年度「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：新潟大学
テーマ ：テーマⅣ（長期学外学修プログラム（ギャップイヤー））

取組概要

早期からの学修への動機づけと主体性の涵養
による良質な学修（授業外学修の充実化等）を
積んだ学生の育成

学事暦の変更に伴う学外学修を起点とした学
士課程教育全体のカリキュラム改革の加速化

学外学修の設計・評価を通じた教職員の教育
の質的転換への意識改革（アクティブ・ラーニン
グ，PBLの導入）

【事業の成果】
26年度
（実績値）

27年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

長期学外学修プログラムに
参加する学生の割合

0% － 5.6% 12.7%

学生の授業外学修時間 週15時間 週15時間 週24時間 週26時間

学生が企画する活動数 0件 － 3件 5件

「自律と創生」を体現し，激変する社会に耐えうる主体的学修者を育成するための転換教育体制を構築
クォーター制導入による学修の重点化と初年次教育改革を契機とした全学的なカリキュラム改革
初年次を対象とした｢地域｣｢産業界｣｢海外｣における多様な学外学修プログラムを授業科目として単位化

＜地域の実情・課題の探求＞ ＜産業構造の理解・課題の探求＞ ＜世界に対する興味関心の解放＞

（２）キャリア意識醸成プログラ
ム

（１）産業課題発見プログラム （１）留学入門プログラム

（２）集中語学研修プログラム

（１）地域共生プログラム

（２）地域課題発見プログラム

（３）文化理解体験プログラム

（４）学校支援プログラム

＜地域＞に密着した学修 ＜産業界＞にコミットした学修 ＜海外＞に意識を向けた学修

学問ベースの汎用的
技能習得への意識づけ

社会人として必要とされる
汎用的能力の早期育成

異文化体験を通じた学修
意識の醸成・動機づけ

初年次学生対象

（例） 被災地における
ボランティアや出身地域
の活性化デザインなど

学生デザインプログラム

学生の企画実施
による主体性伸長

＜学生企画＞
の実現による学修

全学生対象

＜学生の関心を実現＞

総合大学の豊富な資源を活用した学外学修プログラム

×

制度設計・体制強化： 学事暦の変更（クォーター制導入）による学修機会の確保，教育評価体制強化（汎用ルーブリック開発，FD/SDの徹底）
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波及効果

■多様な学外
学修プログラム
の開発と汎用化

■初年次教育改
革のモデル化

■学外学修の評
価方式（方法，ツ
ール）の汎用化


